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対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、水戸農業協同組合、茨城町地域産業課，県北
地方総合事務所（現県央農林事務所企画調整部門）、水
戸農業改良普及センター（現県央農林事務所経営・普及
部門）

供試品種

モミロマン　 0.3ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆畜産農家Ａ、耕種農家Ｂは収穫後、自己所有の乾燥施
設で乾燥後紙袋に封入する。
◆耕種農家Ｂは、乾燥調製後、運搬車で畜産農家Ａの所
有する倉庫に輸送。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査

1）飼料用米配合飼料の嗜好性，発育性調査。
給与期間：出荷前の40日間
給与割合：飼料用米を配合飼料に15％添加
調査頭数：飼料用米添加区　　　　　12頭

対照区（一般配合飼料区）12頭
調査項目：飼料の嗜好性、発育性（出荷日齢、増体重）

飼料用米生産面積

0.3ha

取組内容

取組の概要
2）飼料用米を給与した畜産物の成分分析
分析項目：脂肪酸融点、脂肪酸組成、加熱損失率等
分析点数：飼料用米給与区3点、一般配合飼料区3点
分析機関：茨城県畜産センター養豚研究所、日本食品分

析センター

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

1）講演会及び食味検査
日　　時：平成20年12月24日
場　　所：茨城町中央公民館
参集範囲：茨城町麦・大豆作付集落連絡協議会会員、関

係機関
実施内容：水戸地域農業改良普及センター（現県央農林

事務所経営普及部門）専門員による講演及び
協議会会員による食味検査

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料用米の取り組みが初めてであったため、普及センタ
ーの指導により栽培を行ったが、気象条件などにより収
量が確保出来なかった。
■平成21年度においても、飼料用米の取り組みを行うの
でこの経験を生かして生産調整の推進を図っていきたい。
■平成20年度は栽培面積が小さかったこともあり、保管
については特に問題は発生しなかった。平成21年度に
ついては栽培面積も増大し、また、年間を通した肥育豚
への給与を考えると7月～10月の4ヵ月間はかびの発生
が心配である。保管量の半分はもみでの保管を検討して
いる。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■嗜好性、発育性（出荷日齢、増体量）について、一般配
合飼料給与豚との間に特に目立った違いは見られなかっ
た。ただし、飼料要求率については、一般配合飼料給与
区に比べて劣っていた。
■脂肪酸組成について、飼料用米添加区は、一般配合飼料
区と比較して、不飽和脂肪酸の割合が高かった。また、
オレイン酸含有量が高いことから、肉の風味がよいこと
が予想された。
■肉質について、飼料用米添加区は、脂肪融点が低い傾向
が見られた。また加熱損失率が若干低い傾向が見られ、
加熱によるうまみ成分の流失が一般配合飼料区よりすく
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ないことが分かった。肉の硬さについては、飼料米添加
区が高く、肉としては口溶けはよく、噛み応えがあるこ
とが伺えた。
■飼料用米を給与することにより、肉の風味が向上すると
思われ、今後飼料用米給与豚のブランド化をすることと
なった。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■食味検査を行った結果概ね飼料用米を給与した豚肉につ
いて好評を得た。
■平成21年度に飼料用米を生産希望する会員が増えた。
（Ｈ21年度10ha作付予定）

■飼料用米を使用して畜産農家が独自ブランドを検討する
意見などが出た。（和之家豚八十八（わのかとんやそはち））
■今後この様に耕畜連携を広げて、地域の農業振興を図り
たい。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米を給与した感想、特に問題なく使用できると思
う。今後年間を通した給与を考えており、そのためにも
飼料用米の生産面積を確保して安定供給できる体制づく
りをして欲しい。
■生産者側としては今後継続的に飼料用米に取り組めるよ
う補助金の継続、上乗せを希望したい。
■飼料用米を使用するにあたっては、粉砕する必要がある
が、粉砕機械や労力のうえから畜産農家が誰でも取り組
めるものではないので今後普及にあたって課題となる。

茨城町経済建設部地域産業課　安嶋　辰夫
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